
 

229  
資
料 

 

 

 

 

 

資料 

 

公共施設の状態について 

表１ 建築基準法第 12条に基づく点検結果 

表２ 職員による点検結果 
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公共施設の状態について 

 

本市の公共施設の状態を、建築基準法第 12条に基づいて行う点検の結果から

整理すると次の表のとおりです（表１）。 

なお、建築基準法第 12 条の規定の対象とならない施設、建築基準法第 12 条

に基づいて行う点検の実績がない施設については、職員による点検を行うこと

で補足しています（表２）。 

 

【記載事項】 

・公共施設は、建築物だけでなく、敷地から付属設備まで、様々な内容で構

成されている。本表では、建築物本体（躯体）の劣化に影響する部位であ

る「建築物の外部（外壁）」と「屋上及び屋根」の状態について、個別施設

計画の対象施設ごとに整理した。 

・表１では、建築基準法第 12 条に基づいて行った、一定の用途及び規模を

満たす建築物の点検における指摘の有無を、施設ごとに✓（チェック）で

示した。 

・当該建築物の点検は、３年に一度の頻度で行われるため、2017年度、2018

年度、2019年度の３か年度中の直近の点検結果を反映した。また、調査年

度は、表中に明示した。 

・複合施設については、本計画に準じてまとめて記載した。 

・新規施設などで、点検が未実施である施設は、次の点検実施予定年度を記

載した。 

・表２では、職員が行った現地調査において劣化を認めた施設について✓

（チェック）で示した。また、表１と同様に複合施設については、本計画

に準じてまとめて記載した。 

 

 

 

 

 

 

 

   

建築基準法第 12条に基づく点検とは？ 

 建築物を建てるときは建築基準法に適合した建築物であることが求められており、

建築物を使用している間も、建築基準法に適合している必要があります。 

特に、多くの人が利用する建築物については、適切な維持管理が不可欠であること

から、危険を未然に防止することを目的に、一定の用途及び規模を満たす建築物の所

有者や管理者に対して、資格者に定期に当該建築物を点検させることを建築基準法で

定めています。 
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